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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第２四半期
累計期間

第49期
第２四半期
会計期間

第48期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 11,654 6,010 25,648

経常利益（百万円） 2 229 1,006

四半期（当期）純利益

又は純損失(△)（百万円）
△205 △36 210

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） － 5,478 5,478

発行済株式総数（千株） － 21,076 21,076

純資産額（百万円） － 23,944 24,340

総資産額（百万円） － 26,515 27,213

１株当たり純資産額（円） － 1,194.53 1,208.24

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は純損失金額(△)（円）
△10.20 △1.81 10.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 3.00 3.00 14.00

自己資本比率（％） － 90.3 89.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
425 － 69

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△932 － 1,834

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△181 － △587

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ 5,242 5,930

従業員数（人） － 1,100 1,054

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益は、利益基準及び利益剰余金基準に基づき重要性がないため、記載して

　　　　　　おりません。

　　　　４．潜在株式がないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 1,100 (572)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員（就業時間８時間換算

による）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当社は、メーカー等から商品の仕入れを行い、眼鏡小売店への卸売販売、店頭における一般消費者への眼鏡小売販

売及び写真館を営んでおります。

　当第２四半期会計期間における品目別売上高、地域別売上高は次の通りであります。

(a）品目別売上高

品目別

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

売上高（百万円）

小売部門  

フレーム 2,074

レンズ 2,572

サングラス 346

コンタクト類 356

その他 406

小計 5,756

卸売部門  

フレーム 74

レンズ 125

サングラス 9

コンタクト類 0

その他 43

小計 253

合計 6,010

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(b)地域別売上高

地域別

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

売上高（百万円） 構成比率(％) 店舗数（店）
店舗異動状況

新規出店(店) 退店（店）

北海道地域 27 0.5 2 － －

東北地域 75 1.2 7 － －

関東地域 1,574 26.2 81 － －

中部地域 1,031 17.2 61 － －

近畿地域 2,756 45.9 133 － 1

中国地域 43 0.7 4 － －

四国地域 111 1.8 8 － －

九州地域 135 2.3 7 － 3

小売販売計 5,756 95.8 303 － －

卸売販売計 253 4.2 － － －

合計 6,010 100.0 303 － 4

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(4）仕入実績

　当第２四半期会計期間における品目別仕入高は次の通りであります。

品目別

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

仕入高（百万円）

フレーム 495

レンズ 754

サングラス 44

コンタクト類 189

その他 225

合計 1,709

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況　

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、投機資金が押し上げた世界的な資源価格の上昇や金融危機の影響で、

景気動向の不透明感が社会全体に広まりました。眼鏡業界は、消費購買意欲低迷のもと、ロープライス均一価格店の増

加に伴う需要の前倒しと激しさを増す競合企業間の価格競争の影響で厳しい状況が続いております。

　当社は市場規模が縮小傾向にあるなか、眼鏡小売部門におきましては新規出店を控え、契約満了を迎えた店舗や立地

条件の悪化・陳腐化が著しい店舗など４店舗の閉鎖を推し進め、かつ積極的なリニューアルとＤＭなどによる個店販

促を強化し顧客の掘り起こし・集客を図りました。しかし、生活防衛に顕著となったミドル層、ファミリー層の眼鏡販

売数が減少したことや、オリジナルＰＢの新製品を投入し商品力を強化したサングラス類の販売が不安定な天候と夏

季におけるレジャーの低迷により落ち込んだこと、またコンタクト部門の縮小などにより、売上高は5,731百万円(前年

同期比16.7%減)となりました。

　写真館部門は、社会のＩＴ化の進展によるデジタル写真の普及に伴い撮影装置のデジタル化を推進し、データのみの

受け渡しの影響で新規客が増加したものの、販売価格帯の低下、競合店の増加などにより売上高は25百万円(前年同期

比19.1%減)となりました。

　卸売部門は、ロープライス均一店の出店、大手眼鏡チェーン店の展開、天候不順などが得意先小売店の業績を圧迫し

事業の縮小などもあり、売上高は253百万円（前年同期比16.7％減）となりました。

　利益面につきましては、売上総利益率は若干改善しましたが、売上高減少により売上総利益額は減少しました。

また、販売費及び一般管理費は、継続して効率を追求し抑制に努めましたが、営業外費用で収益性の乏しい店舗の閉鎖

を加速させたことにより固定資産除却損を計上し、特別損失で改善が困難と予想される不採算店舗の減損損失及び、

株価の下落に伴う投資有価証券評価損を計上しました。

　以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は6,010百万円(前年同期比16.7%減)、営業利益は266百万円(前年同期比

58.1%減)、経常利益は229百万円(前年同期比65.1%減)、四半期純損失は36百万円(前年同期は327百万円の四半期純利益)

となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

    当第２四半期会計期間における営業活動におけるキャッシュ・フローは、422百万円となりました。

  主な要因はたな卸資産の減少額294百万円、法人税等の還付額133百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

    当第２四半期会計期間における投資活動におけるキャッシュ・フローは、△569百万円となりました。

  主な要因は定期預金の預入による支出△500百万円、有形固定資産の取得による支出△75百万円であります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー）

    当第２四半期会計期間における財務活動におけるキャッシュ・フローは、△83百万円となりました。

　主な要因は自己株式の取得△61百万円であります。 

　　以上の結果、当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、第１四半期会計期間末に比べ230百万円減少

　し、5,242百万円となりました。　

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　①　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、改修のうち重

要な変更は次の通りであります。

　

中止　

　眼鏡営業店舗の新設のうち、２店（投資予定額82百万円）については、計画を中止しました。

　

延期

平成20年度に着手、完了予定であった眼鏡営業店舗の新設のうち、３店（投資予定額128百万円）については、平

成21年度に延期しました。

　

　②　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次の通りであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定年月

総額
（百万円）

既支払額
（百万円）

着手 完了

　営業店３店

　（近畿地域）
　眼鏡店舗 102 － 　自己資金 　平成20年度 　平成20年度　

合計 － 102 － 　 － －

　（注）１．投資予定金額には保証金、敷金及び建設協力金を含んでおります。

　　　　２．上記金額には、消費税は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 21,076,154 21,076,154

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

－

計 21,076,154 21,076,154 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額　　（百
万円）

資本準備金　
残高　　　（百
万円）

平成20年７月１日～

　

平成20年９月30日

－ 21,076,154 － 5,478 － 6,962
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社佐々興産 大阪市生野区勝山北１丁目20番17号 2,138 10.15

愛眼従業員持株会　 大阪市天王寺区大道４丁目９番12号　 1,193 5.66

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８番11号　 793 3.76

佐々栄治　 大阪市生野区 785 3.73

株式会社瑞 堺市南区鴨谷台１丁27番２号 635 3.01

佐々善二郎　 横浜市港南区 576 2.74

愛眼共栄会　 大阪市天王寺区大道４丁目９番12号 538 2.56

日本生命保険相互会社　 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号　 501 2.38

佐々千恵子　 大阪市生野区　 458 2.17

下條千一　 堺市南区　 421 2.00

計 － 8,041 38.16

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は793千株であ

ります。

２．上記のほか、自己株式が1,031千株あります。
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（６）【議決権の状況】
　

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   1,031,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  20,014,800 　200,148 －

単元未満株式 普通株式      30,254 － －

発行済株式総数 21,076,154 － －

総株主の議決権 － 　200,148 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権の数６個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

愛眼株式会社
大阪市天王寺区大

道四丁目９番12号
1,031,100 － 1,031,100 4.89

計 － 1,031,100 － 1,031,100 4.89
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 764 759 714 698 682 651

最低（円） 729 695 670 641 605 560

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は,次のとおりであります。

（1）新任役員

　該当事項はありません。

　

（2）退任役員

　該当事項はありません。

　

（3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
愛眼西部営業部担当

　
取締役 経営企画室長　 土肥　宏治　 平成20年10月１日

取締役　
愛眼中部営業部担当

　
取締役　 営業部長　 大上　広　 平成20年10月１日　

取締役　
愛眼東部営業部担当

　
取締役　 営業部長 下條　豊彦 平成20年10月１日　
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に

重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

　　　また、利益基準は一時的に大きくなったものであります。

　資産基準　　　　　2.6％

　売上高基準　　　　2.2％

　利益基準　　　　 14.6％

　利益剰余金基準　　1.5％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,251 5,939

受取手形及び売掛金 1,156 1,315

商品 3,122 3,266

その他 370 470

貸倒引当金 △9 △9

流動資産合計 10,892 10,982

固定資産

有形固定資産

建物 7,808 8,039

減価償却累計額 △4,619 △4,551

建物（純額） 3,188 3,487

土地 2,181 2,184

その他 3,267 3,315

減価償却累計額 △2,629 △2,605

その他（純額） 637 710

有形固定資産合計 6,006 6,382

無形固定資産 59 57

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,630 5,669

その他 3,980 4,175

貸倒引当金 △54 △54

投資その他の資産合計 9,556 9,790

固定資産合計 15,623 16,230

資産合計 26,515 27,213

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 915 1,086

未払法人税等 88 －

賞与引当金 263 421

その他 949 985

流動負債合計 2,216 2,492

固定負債

役員退職慰労引当金 321 347

その他 33 32

固定負債合計 355 380

負債合計 2,571 2,873
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,478 5,478

資本剰余金 6,962 6,962

利益剰余金 15,858 16,182

自己株式 △795 △734

株主資本合計 27,502 27,887

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 57 66

土地再評価差額金 △3,615 △3,614

評価・換算差額等合計 △3,558 △3,547

純資産合計 23,944 24,340

負債純資産合計 26,515 27,213
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 11,654

売上原価 3,855

売上総利益 7,798

販売費及び一般管理費 ※1
 7,775

営業利益 22

営業外収益

受取利息 16

受取配当金 4

受取家賃 24

雑収入 34

営業外収益合計 79

営業外費用

固定資産除却損 76

雑損失 23

営業外費用合計 100

経常利益 2

特別利益

投資有価証券売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

投資有価証券評価損 18

減損損失 ※2
 115

特別損失合計 134

税引前四半期純損失（△） △132

法人税、住民税及び事業税 47

法人税等調整額 25

法人税等合計 72

四半期純損失（△） △205
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【第２四半期会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 6,010

売上原価 2,005

売上総利益 4,005

販売費及び一般管理費 ※1
 3,738

営業利益 266

営業外収益

受取利息 9

受取配当金 1

受取家賃 12

雑収入 23

営業外収益合計 45

営業外費用

固定資産除却損 62

雑損失 20

営業外費用合計 82

経常利益 229

特別損失

投資有価証券評価損 11

減損損失 ※2
 109

特別損失合計 120

税引前四半期純利益 108

法人税、住民税及び事業税 4

法人税等調整額 141

法人税等合計 145

四半期純損失（△） △36
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △132

減価償却費 253

減損損失 115

賞与引当金の増減額（△は減少） △158

売上債権の増減額（△は増加） 158

たな卸資産の増減額（△は増加） 145

仕入債務の増減額（△は減少） △171

その他 98

小計 309

利息及び配当金の受取額 15

法人税等の支払額 △33

法人税等の還付額 133

営業活動によるキャッシュ・フロー 425

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000

定期預金の払戻による収入 1

有形固定資産の取得による支出 △94

有形固定資産の売却による収入 34

投資有価証券の取得による支出 △68

投資有価証券の売却による収入 200

その他 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △932

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △120

自己株式の取得による支出 △61

自己株式の売却による収入 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △181

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △687

現金及び現金同等物の期首残高 5,930

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,242
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 １．会計処理基準に関する

　 事項の変更

    

 

 

 

 

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

 

 

 

　

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、第１四半期会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月

５日)が適用されたことに伴い、主として総

平均法による原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。

　これによる損益への影響はありません。

 

リース取引に関する会計基準の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改

正平成19年３月30日　企業会計基準第13

号）及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準委員会　平成６

年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企

業会計基準適用指針第16号）を第１四半期

会計期間から早期に適用し、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理から通常の売買取引に係る方法に準じた

会計処理に変更しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼ

ロとして算定する方法によっております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の

所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。

　これによる固定資産及び損益への影響は

ありません。 
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．法人税等の算定方法

 

 

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加

味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっております。

 ２．経過勘定項目の算定方法

 

  

 

　 固定費的な要素が大きく、予算と実績の

 差異が僅少のものについては、合理的な算

 定方法による概算額で計上する方法によっ

 ております。　 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

　偶発債務

　　得意先のリース債務（４件）　　　　　1百万円　　　　　

　偶発債務

　　得意先のリース債務（４件）　　　　　1百万円

（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

　　　給料　　　　　　　　　　　　2,640百万円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　  263百万円

　　　 役員退職慰労引当金繰入額　　　 10百万円

　　　 賃借料　　　　　　　　　　　1,733百万円

 ※２．減損損失

　　　 当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　 ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　　 ルーピングしております。

　　　 減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　 等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　 と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　 額を全額減額し、当該減少額を減損損失(115百万円)

　　 として特別損失に計上しております。

　　　 その内訳は28店舗で、建物108百万円、構築物4百

　　 万円、土地2百万円であります。

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

　　　給料　　　　　　　　　　　　1,313百万円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　   32百万円

　　　 役員退職慰労引当金繰入額        5百万円

　　　 賃借料　　　　　　　　　　　  871百万円

 ※２．減損損失

　　　 当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　 ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　 　ルーピングしております。

　　　 減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　 等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　 と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　 額を全額減額し、当該減少額を減損損失(109百万円)

　　 として特別損失に計上しております。

　　　 その内訳は25店舗で、建物101百万円、構築物4百

　　 万円、土地2百万円であります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

　　　現金及び預金勘定　　　　　　　　　　　6,251   

　　　預入期間が３か月を越える定期預金      1,008  　

　　　現金及び現金同等物                    5,242   
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　21,076千株　

２．自己株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　 1,031千株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 120 6 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな　　

　るもの　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月13日

取締役会
普通株式 60 3 平成20年９月30日 平成20年12月８日 利益剰余金

（有価証券関係）

　当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）　

　　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

　　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　

　

（持分法損益等）

　当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日）

　　関連会社に対する投資の金額並びに当該投資に対して持分法を適用した場合の投資の金額及び持分法を適用し

　た場合の投資利益の金額は、利益基準及び利益剰余金基準に基づき、重要性がないため記載しておりません。

　

　当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日）

　　関連会社に対する投資の金額並びに当該投資に対して持分法を適用した場合の投資の金額及び持分法を適用し

　た場合の投資利益の金額は、利益基準及び利益剰余金基準に基づき、重要性がないため記載しておりません。

 

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,194.53円 １株当たり純資産額 1,208.24円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 1.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（百万円） 205 36

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（百万円） 205 36

期中平均株式数（千株） 20,116 20,095

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（リース取引関係）

　当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　　　　著しい変動がないため、該当事項はありません。

　

　　　　当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　著しい変動がないため、該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

　平成20年11日13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60百万円

(ロ) １株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・・・・・平成20年12月８日

 (注)  平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

愛眼株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米沢　　　顕　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 伊與政　元治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛眼株式会社の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの第49期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、愛眼株式会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半

期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

　半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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